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Abstract

In　this　paper 　we 　introduce　Gauss　decomposition　and 　Jacobi　decomposition　of　matrix 　and 　apply 　it
to　pass　construction 　of　minor 　determinant，　We 　give　tableau　representation 　for　Macdona ユd，

s　ninth

variations 　of 　Schur　functions　by　using 　the　variable 　introduced　by　the　J  obi 　decomposition．

1 は じめに

　行列 に は 様 々 な分解方 法 が あ る。こ の 小 文 で は 、行列 の ガ ウス 分解とガ ウス 分解 の 上 （ま た は 下〉

成分をさらに 細 か く分解す る ヤ コ ビ分解につ い て 取 り上 げ、それ を小行列 の パ ス 構成 に 応用す る。具

体的 に は 、マ ク ドナル ドの シ ュ
ー

ア 函数第9 変奏を
一

般 の 行列 の 枠組 み で 新 し く定義 し、ヤ コ ビ 分解

で 導入 し た変数を用 い て 、そ の タ ブ ロ ウ 表 示 を 与 え る。

　以下で 用 い る 小行列式 の 記号を 定義する。

X ＝（Xij）1 〈xi 〈xM ，1〈sj 〈xn
を m × n の 行 列 と し、　X か ら行 の 添 え 字 il

，

… ，ir と列の 添え字 ゴ1，…　，ゴ．

を選ん で 作 っ た r × r 行列 を X ｛「 轡 で 表す。そ の 行列 式 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Jl

’”
jr

　　　　　　　　　　　　　　　　ξ皇：：：診（X ）＝ det（丿r夷：：：1・二）
と 表す。添え字 の 代わ りに 添え字 の 集合 を用 い て 書 く とき は、LII； IJI＝ r と し、1 の 元を iLく

…
く 蘇 」 の 元を ゴ1 〈

…
く あ とい う増大列 とし て ξ5（x ）＝ ξll：：：｝；（x ）と約束す る。どの 行列 の

小 行 列 式 を 考 え て い る か が 自明 な と き は 、単 に ξll：：  や ξs と 書 く。

2 行列 の 分 解

　正 方行 列 の 2 つ の 分解に つ い て 取 り上 げる。

2，1 ガウ ス 分解

　
一

般 に ガ ウス 分解 と い っ て も対角成分 の 扱い 方 に 応 じ て 種 々 の 方法 が あ るが 、こ こ で い うガ ウス

分解は行列 を 対角成分 が すべ て 1 の 下三 角行列、上 三 角行列 と対角行列 の 積 に書き表す こ と とす る 。

ガ ウス 分解に つ い て よ く知 られ て い る 定理 を挙 げ る （［9］を参照）。

定理 1 （ガウ ス 分解 の 存在と
一

意性の 定理 ）．n × n の 正方行列 X の 小行列 式 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　ξ1　≠0，ξ｝曇≠ 0，…　　，ξ｛：J：＃≠0

ならば、X は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 X ＝ X ＿XoX
＋

の 形に分解 で き、そ の 結果 は
一

意的 で あ る。こ こ で 、X ＿は 下 三角行列 で 対角成分は す べ て 1、　 Xo

は 対角行列 、X
＋ は 上 三 角行 列 で 対 角成分 は す べ て 1の 行 列 で あ る。

＊
福 島 工 業高等専門学校

一
般教科 （数学）（い わ き市平荒川 字長 尾 30＞

一79一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Fukushima National College of Technology

NII-Electronic Library Service

Fukushima 　National 　College 　of 　Teohnology

酬 究紀 要 　第 侶 号 （2007）　 福 島工 業高等専 門学校

定 理 2 （ガウス 分解の 明 示 公 式）．n × n の 正 方行列 X が小 行列式 に つ い て 条件 ξ｝：：：笋≠ 0 （r ＝

1，… ，n ）を満 たす とす る。こ の とき、定理 1 の ガ ウス 分解を与える 3 つ の 行列 X − ＝（觴 ）、　 Xo ＝

diag（x？，…　，魂）、　 X
＋
＝（鳩）の 各 成分 は 、次 の よ うに X の 小行列式 の 比 で 表せ る。

　　　　　　　　　　＿　　　　　　ξ1：：1彡二｝彡　　o　　　ξ｝：：：／／　　　＋　　　　　　ξ呈：：：1，：1∫
　　　　　　　　　　

x
’j（’〉・广

ξ1：：：ヂ
錯

ξ1：：：1二沸 圃
＝

ξi：：1ヂ

2．2 ヤ コ ビ分解

　まず、基 本 ヤ コ ビ行列 を 定義す る。Eij を行列 単位 （（i，」）成 分 が 1で 他 の 成分 は 0 ）と し、　ei ＝ Eii＋1

と した とき、基本ヤ コ ビ行列 」1（t）を次 の よ うに定義す る。

Ji（t）＝1 十 tei＝

1

ε

11

1

対角成分がすべ て 1の 上 三 角行列を次 の よ うに基本 ヤ コ ビ行列の 積 に 分解する こ とを ヤコ ビ分解 と

い う。

　　　　　　　　　　　　　　 X ＝」九ω ＝Jh1（tl）… Jhm（tm）

　基本ヤ コ ビ 行列 の 並 べ 方 は 、n 次対称群 の 最長元 ω o を隣接 した互換 の 積 と して Wo ＝Shl … Shm

と最 短 表 示 した と き に 対 応 す る添 え 字 の 列 h で 指定す る こ とが で きる （Si ＝（ii＋ 1）は 隣接 し た 互換

を 表す）。 こ こ で Wo の 長さ m は 対 角成分がすべ て 1 の 上 三 角行列全体 の なす リ
ー

群 ／V の 次元 に 等

し く、行列サイ ズ を n とす る と m ＝甼 で ある。

　A，Berenstein，　S．　Fomin 　and 　A ．　Zelevinsky［11の 定理 を 紹介す る 。

定 理 3 （A ．Berenstein
，
　S．　Fomin 　and 　 A ．　Zelevinsky）．上 三 角行列 X に 対 し て 行列 Y を 次

の よ うに 定義す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 Y ＝ 妬
1
（［X ω δ

1
］＋ ）

TWO

こ こ で 、Wo は 最長 元 に 対応す る置換行列。こ の とき X を ヤ コ ビ 分解 した とき の 要 素 tle＝ tk は 次

の 式 で 与えられ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
L
（Y ＞・

LU ｛i’j｝（y ）
　　　　　　　　　　　　　　　　t2 ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぐ
LU ｛i｝（γ）〈

LU ｛ゴ｝（γ）

集合 L と 二 つ の 整数 乞，ゴは、任意 の 最短表示に対応す る列 h ＝ （hl，

…
，偏 ）と 舟＝1

，

…
，
m に 対

して 、

　　　　　　　　　　　　　　L 　＝　Sh ．L

… Shk
＋ 、｛1，

…
，煽 一1｝

（1）　　　　　　　　　　　　 i　＝＝　Sh ．，Z
… Shk

＋ 、 （hk）

　　　　　　　　　　　　　　ゴ　：・：　Shm … 5
煽 ＋ 1 （hk十 1）

に よ っ て 定義す る。記号 ［X ］＋ は X の ガ ウス 分解 した と きの 上 三 角 部 分 を、xT は X の 転置 行列を

指す 。 また、〈 は、J ＝｛ゴ1 ，

…
，ゴr ｝が ．与え られ た と き、　X の 小 行列 式 ξ5で あっ て 、1 ＝｛1，

…
　 ，

r ｝

と決 めた もの を、

　　　　　　　　　　　　〈
J
（X ）　＝ 〈jl・

”層・jr
（丿（）　＝ ξ夛f：：：rTjr（x ）＝ ξS（x ）

の よ うに 表す記号で あ る。

　［1】の 論文が述 べ て い る も う
一

つ の 定理 を 紹介す る。そ れ は h に 応 じ て あ る紐 の 図を描 け ば 、（1）

式 で 与 え られ る Y の 列 の 集合が 図 を 見 る だけ で わ か る とい うもの で ある。
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　例 えば、h ＝ （毎 ・・に 対 して 紐 の 図を描 く。ω o ＝＝　 Sh
，
、Si 冪 ＠ ＋ 1＞で あ る の で Si は i と itl ＝ ：ゴ

の ラ イ ン の 間に 図の 左 の よ うに線を入 れ る 。 こ の 操作を 馬 の 順 に下から線 を入れ て い く。 紐の図を

描 く と 必 ず交点 が で き る。こ の 交点 の と こ ろ に ヤ コ ビ分解 し た ときの 要素がの っ て い る。

　　　 i　　　　 j　　　　　　　 i　　　　 ゴ

Si → LU ｛1，ゴ｝

i と ゴの ライ ン で で き る 交点

に の る 要素を 砺 と す る。

砺 は 4 っ の 部屋 で 囲まれ て

お り、こ の 部屋 の こ と をチ ャ

ン バー
とい う。チ ャ ン バ ーに

図の右の 要領で数字 を 対応 さ

せ る。

L は （1）式 で 定 め た もの で あ るが 、次 の よ うに 言 い 換 え る こ と もで き る。

（2）　　　　　L ＝ L｛乞，ゴ｝＝｛k ：i と ゴの ラ イ ン の 交点 よ り左 を 通 る k の ライ ン ｝

h に よ る紐 の 図 を描い た と きで きるチ ャ ン バ ー
に 対応す る数字を 」 と し、」 に 対応す る 小 行列 式

を MJ とす る 。 各要素 砺 は 定 理 3 よ り行列 Y の 小行列式 の 4 つ の 比 で 表 せ る。

MJ と行列 Y の 小 行 列 式 の 関係 を 述ぺ て い るの が 次の 定理 で あ る。

定理 4 （A ．Berenstein
，
　S．　Fomin 　 and 　A ．　Zelevinsky）．　h に よ る紐 の 図を描 い たときに で き る

チ ャ ン バ ー
の 対応す る数字 を 」 とする。J は 行列 Y の 小 行列 式 を考 え る と きの 列 の 集合に対応す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MJ ＝〈
J
（y ）

定理 3 よ り、（2）式 で 定義 され た ム ＝ L ＠の を 用 い て 砺 は 次 の よ うに表 され る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ML 　MLu
伽 ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　ti
ゴ

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MLU ｛i｝
MLu

｛」｝

ただ し、Mv ＝1 と約束す る 。

2．2．1A 型ヤ コ ビ分解

　h を あ る 形 に 固定 し た と きの ヤ コ ビ分解 （A 型 ヤ コ ビ 分解）に つ い て 述 べ る 。

　行列 x を （n ＋ 1）× （n ＋ 1）の 正 方行列 とす る。行列 X に 対 して ガウス 分解を与え、分解した 上

三 角行列 X ＋ に着同す る 。こ こ で X
＋ を改 め て 行列 P と お く。

　h を 次 の よ う に 並 べ た もの とす る。

　　　　　　　　　 h ＝ （n ，
TL − 1

，

…　　，
1

，
n

，
n − 1，…　　，2，…　　，n ，

n − 1，　n 　）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一 　　　一 ｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n 　　　　　　　　　 n − 1　　　　　　　　　　2 　　　　 1

h は ω o
＝Sh を満たす 。

　 P の h に よ る ヤ コ ビ分解は 次の よ うに な る。

P ＝Jh（t）＝＝

1　 tn

　 l　 tn＿1

’・　 tl

　 　 1

1　 0

　 1　 t2n− 1

’・　tn＋l

　 　 l

011

・　 tm

　 1
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亨！校

　変数 娠 1≦ 葛≦殉 が どの 行列 の どの 行 に 対応す るか明確 に するため変数 略 を用 い て 次 の よ うに

表す。

　 P ＝ Ul　U2… ση

1ul

　 1 峨

鹽
嘘

　 　 1

22Ol1

’
　 蟾

　 　 1

1　 0

　 1　 0

  ・ 鵐

　 　 1

　各行列 の ug．成分 の 上 の 添え字 は Ui の 行列 の 成分で あ る こ とを、下 の 添え字 は、そ の 行列 の ゴ行

目の 成 分 で あ る こ と を 表 す。こ の 行 列 の 分 解 P を A 型ヤ コ ビ分解 とい う，次 の こ とが 成 り立 つ 。

補題 1 （A 型ヤ コ ビ分解）．P ＝（跳 ゴ）tj を （n ＋ 1）× （n ＋ 1）の 上 三 角行列 （対角成分 はす べ て 1 ）

とす る。P の 小 行 列 式 に つ い て

　　　　　　　　　　 く
［刎 ≠0　σ≦の， ［幻 】＝ ｛i，

i＋ 1
，

…
，ゴ

ー1
，ゴ｝

な らば P は （n ＋ 1）× （n ＋ 1）の 上三 角行列 （対角成分はすべ て 1）で 上 二 重対角成分 の i列 目か ら

n 列 目 ま で 要 素が詰 ま っ て い る だけで そ の 他 の 成分 は 0 で あ る 行列 Ud を用 い て

　　　　　　　　　　 　　　　　　　 P ＝ Ul　U2…　 Un

の 形 に 分解 で き、こ の 分解 の 結果は
一

意的 で あ る。

3 シ ュ
ー

ア 函数

　既に よ く知 られ て い る シ ュ
ー

ア 函数 の 定義を簡単に確認す る。

　シ ュ
ー

ア 函 数は 、N 個 の 変数 毋 ＝（Xl ，

…
，
XA ’）と ‘（λ）〈x 　N 　tsる任意 の 分割 λ ＝ （λ1，… ，λN ）に

対 し て 定義 され る x の 対称多項式 で あ り、次 の よ うな 行 列 式 の 比 と し て 定義 され る （ワ イ ル の 公式）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　d・t（xi
’＋ N − 3

）1 巛 N
　　　　　　　　　　　　　　 5λ（x ）　 ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d・tぱ

一
ゴ
）、≦、，ゴx〈N

　また、シ ュ
ーア 函ta　s λ は、次 の ように k 次 の 完全同次対称式 娠 を用 い た 行列式 で も表せ る こ と

が 知 られ て い て 、こ の 式 は ヤ コ ビート ゥル
ーデ ィ 公 式 と 呼 ばれ て い る。

　　　　　　　　　　　　　　　 s 入
＝det（hλt−i＋ P ）1〈

si ，ti〈sN ，

　　　　　　h、、（x 、，

…
，励 ＝ ・

（、，。，．一，o）（Xl ，

… ，廟 一 Σ 媛
1 … 粛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tl十…十 tN ＝＝k，tj≧0

　さ ら に、．gλ は 、シ ュ
ーア 函 数 の タ ブ ロ ウ表示 と呼 ば れ る 次 の よ うな 単項式 の 非 負整 数係 数 の

一
次

結合 と して 表す こ ともで き る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・λ
＝ 　 Σ　 ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T ∈SSTab ，v （λ）

　33 丁晦 （λ）の 元 T （これ を タブ ロ ウとい う）は ヤ ン グ図形 λ の それぞれ の 箱 に 1 か ら k ま で の 自

然数 の 1 つ を右に 非 減少 、下 に 増大に な る よ うに い れた もの で あ り、xT とは 次 の 関係式 を 満 た す も

の で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k

　　　　　　　　　　　〆 − U＠謎 t・・は T に 含 ま れ る i・ a）個数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i＝”！

　こ こ で 、ワイ ル の 公式 に着 目す る と、シ ュ
ーア 函数 は 、行 列 X ＝（

ゴ
ー／

毋
z ）1．〈 i，j〈xn を用 い て 、次の

よ うに 表す こ とがで き る。
　　　　　　　　　　　　　　　　ξ夛｛：：∫YjN（X ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ゴμ

＝ λn 一
μ＋ 1 十 μ〉・　　　　　　　　　　　　 sλ（x ）＝

　　　　　　　　　　　　　　　　 ξ是：：：痔（x ）
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3．1 シ ュ
ー

ア 函数第 9 変奏 の ヤ コ ビートゥ ル
ー

デ ィ 公 式

　シ ュ
ー

ア 函数第 9 変奏 に あた る s！
「）を定義 し、ヤ コ ビートゥ ル ーデ ィ公式を紹介す る。

X を
一
般の n × n の 行列 X ＝ （Xij ）1〈．i，j〈．n とす る。1（λ）≦ γ な る分割 λ＝（λ1 ，

…
，
λ。 ）が 与 え

られた とき 1 ≦あ ≦
…

≦ゴr ≦ n を 羞 ＝み＋ 1＿i　一（r ＋ 1 −
　i）で 定め、X を用 い て 噺し く s！

「 ）
を

次 の ように 定義する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・r・
− ilif　lffl，

i
：：

j

＃（1
￥

）

）

こ こ で

　　　　　　　　　　　　　　　h£
rL

・1紹一

ξf
綜 〜

x ）

とお くと、次 の 定理が成 り立っ 。

定理 5 （ヤ コ ビートゥ ルーデ ィ 公 式 （シ ュ
ー

ア函数第 9 変奏））．

　　　　　　　　　　　　　　　　s！
’）
　一 　d・t（礁亡1；1））・≦・，、≦。

が成 り立 っ 。

　マ ク ドナ ル ドは こ の 公 式 に よ っ て シ ュ
ー

ア 函数第 9変奏を定義 し て い る 。

4 主結果

　以下 で は、5！
’）

を A 型ヤ コ ビ分解 に よっ て 導入された変数 略 を用い て 表す公式 （主定 理 1）を導

く （例を用い て 紹介する）。こ こ で 与 えるパ ス を用い た公式 は 、タブ ロ ウ表示 （主定理 2）と本質的 に

等価で ある。

4ユ シ ュ
ーア 函数第 9 変奏の パス 構成

　 最初 に パ ス の 定義をす る 。

定義 1 （パ ス の 定義）．n ∈ 脇≧1，1 ≦ k 〈
． 　n に 対 して 集合 ム を以下 の ように 定義す る。

　　　　　　　　　　　　　 Zle・・＝｛仏 く・i2〈 … く ik｝11≦ Z‘ ≦喝

1
，
」 ∈ 厶 の とき、Pm （1，

　」）を次 の よ うに 定義す る。

　　　　 Pm 　（1，　」）＝｛（1。，ll，
… ，lm ）∈穿

＋ 1
μ。

＝1，・f，n
＝．」，・le　／・lt＋、（O 〈x ∀1・〈． ・m − 1）｝

記号 ／ の 定義 は 次 の 通 りで あ る。1 ＝｛ii，
…

7ik ｝，
」＝｛ゴ1 ，

… ，矗｝∈ 1 の とき

　　　　　　　　　　　　 1 ／ J ⇔ il＝ ヵ or　il＝ ゴt − 1 （1 ≦ ∀1 ：≦k）．

　 次 の 定理が成 り立っ 。

主定理 1 （シ ュ
ーア 函 数第 9 変奏 の パ ス に よ る表 示 ）．X を n × n 行列、行列 P をそ の ガ ウス 分解

の 上三 角行列 （対角成分 は す べ て 1）とす る。」＝｛1，… ，r ｝，」；｛ゴ1 ，

…
　 ，ゴ。 ｝の とき次 の 関係式が

成 り立 っ 。

　　　　　　　　　　　　skr＞一器i− ・s… 一

認 。 ，瓢丐

こ こ で 、＠の ∈ p は Ii＿1 ∋ 」か っ 1ρ ゴ＋ 1，すなわちパ ス の 言葉 で は、　 llか ら li＿1 に 下 るス テ ッ

プ で 左 か ら ゴ番 目の 斜め の 線を通過 した こ とを表す。

遡

　　　　　　　　　　　・ 一 〔｛鸞i鬻）一 一
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をガ ウス 分解 した上三 角行列 を P とする。こ の P を A 型 ヤ コ ビ分解す る と次 の よ うに な る。

P ＝

1　 x1

　　1　 z2

1　 Xn −1

　 　 1

1011

1　 Xn − 2

　 　 1

P の 小行列式を考え る時に 用 い るパ ス の 図は次 の よ うに な る。

」 ： 1234 … n − 2n − 1　 n

1　 01

　
’．

’．　 0

　　1　x1

　 　 　 1

例 えば、1＝｛1，
2｝，

」　＝＝ ｛2，
4｝

と した と きの 」 か ら 1 への パ ス は、

」 ：2 → J ： 1 を 通 る Xl

J ：4 → 」 ； 2 を通 る xlx2 と x2x2

の 2 通 り考え られ る の で 、

ξ簧＝ x ：x2 十 XiX3 と な る。

1 ： 1234 … n − 2n − 1　 n

4．2 シ ュ
ー

ア 函数第 9 変奏 の タ ブ ロ ウ構成

　 パ ス とタ ブ ロ ウの 対 応付 け を与 える。

　袴が 乗 っ て い る ラ イ ン の ラベ ル を ゴー琶＋ 1 で 定 め る。こ の ラベ ル を用 い て 、パ ス と タブ ロ ウの 対

応 を 次 の ル
ー

ル で 与 え る。

（α ）パ ス の 各 ラ イ ン に 対 し、そ れ が 通 過 し て い る斜め の ラ イ ン の ラ ベ ル を 下 か ら順 に 読み、

　 列 を作る。

（b）パ ス の 右か ら順に み た各ライ ン に つ い て 、（a ）で作 っ た 対応す る列 を上 か ら順 に並 べ る。

　例 を 用 い て説 明 す る 。

　1 ＝｛1，2，3｝，」 ＝ ｛2，4，5｝とし たときの Pn＿1（∬，」）を考 える 。　 Pn＿1（1，
」）の 元 p の 中で、実際に

ξ夷1：  （P ）の 値 と し て 関 わ る パ ス は 3 つ で 、Pl，p2，p3 ∈ Pn − 1（1，
」）を図 で 表す と次 の よ うに な る。

　　 彑

　 　 　 　 2
1n＿1 ご

’’’’’’”

In＿2　
tt’’”

4　 　 5
磁

　　2　　　 4．＿5
．，　■　■　噛　■　，　■　■　．　『　’　　，　曾　■　．

墜

　 　 2 4．．．．5

．　・　，　．　，　’　　匸　，　．　匸

41

31

乃

ム

lo
　 　 l　　 2　　 3

／
 

／
 

　  
／

　  
／

1　 　 2　　 3 1　　 2　　 3
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鈴 木 ： 行 列 の 分 解 とそ の 応 用

パ ス をタブ ロ ウに 対応させ た もの を T とす る と各 Pt の パ ス を表す 勿 は 次 の よ うに な る。

di1　＝

   

   

 

T
，
＝

   

   

 

T，
＝

   

   

 

　こ の タブ ロ ウ T は 台が λ＝（2，
2

，
1）の ヤ ン グ図形 に 1，2，3 の 数字を右 に非増大 （（α））、下 に減少

（（b）及び各 ライ ン は 交わらない ）と な る よ うに い れた もの に な り、通常の タ ブ ロ ウを定義す る とき の

数字 の 大小関係 とは 異な る 。 そ こ で 次 の よ うに 数字 を読み か える。r ＋ 1 （こ の 例 で は 4＞か ら各箱の

数字を引 くと SST αb（λ）の 定義と合 う。 それ は 次の よ うなもの になる。

Tl ＝

   

   

 

T2 ＝

   

   

 

T3 ＝＝

   

   

 

　各 Ti は λ＝（2，2， 1）の ときの SST αb3（λ）の 元 で あ り、さ ら に そ の 元 の 個数 は 0 で ない 値 を．与え

るパ ス の 数 と も
一

致する。一
般に次 の こ とが い える．

　各パ ス に 対 して 、ル
ー

ル （a ）、（b）で 定ま る もの を 媒 と し、Tk の x 行 目 y 列 目の 箱に 対 応 す る

数字を Tk（x ，y）とす る。こ の とき、次 の 臨 （x ，y）で 与 え られ る 臨 は SSTab 。（λ）の 元 と なる。

（3＞ Tle　（x ，の ＝r 十 1 − Tk（x ，y）

で は 、台 λ の ヤ ン グ図形 が 与えられた ときパ ス に 対応 させずに s！
’）

を与 え る に は どの よ うに すれ

ば よ い か、再 び 例 で考察す る。

Tl ＝

Pl の パ ス に 対応す る タ ブ ロ ウ を u｝の 要 素 を 含 め て表 す と左 の よ う

に な る。 u ｝の 下の 添え字 ゴに着目す る と、

（4）　　　　　　　　　　ゴ＝ゴ（x ，y）＝r − x 十 y

とな っ て い る。こ れ は 各 ラ イ ン が 」 か ら 1 へ 行 くときに 斜 め に は 1
っ ずっ しか 進 め な い こ と か らい え る。

　さらに 先 ほ ど与えた T の x 行 目 y 列 目 に 対 応 す る Tk（M ，Y）の 数字 は 、ラ イ ン の ラベ ル と対応 させ

て い たもの な の で T ＝j（x ，y）
− i（x ，y）＋ 1 で あ る 。 よ っ て （3）式 と （4＞式 よ り uS，の 上 の 添 え 字は、

i（x ，y）＝Tk（x ，y）− x 十 y

で 与 え られる。以上 よ り、次 の 定理が成 り立つ 。

主定理 2 （シ ュ
ー

ア函数第 9 変奏のタ ブ ロ ウによる表 示 ）．1（λ）≦ γ な る分割 λ ＝ （λ1，… ，λr ）が与

え られた とき、台が λ の タ ブ ロ ウ T の x 行 y 列 の 要素を T （x ，y）とす る。こ の とき、次の 関係式

が成 り立 っ 。

　　　　　　　　　　　　　　　sk「｝
一 Σ rl鴫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T ∈ SSTabr （λ）（x ，y）

｛
　 i ＝ i（x ，y）＝ T（x ，y）

−
x 十 y

　j＝」（x ，y）＝r − x 十 y．
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　こ の 定理 の 表示 は、特殊化す る と通常の シ ュ
ー

ア 函数 の タブ ロ ウ表示 に で き る 。 暢 ； Xj ＿i＋ 1 で あ

る の で、

s£
「L Σ H 鱒 一 Σ ll　Xr ＋ト 恥 ）

； ・λ（x ．，Xr − b
… ，x1 ）− s・（x ・，… ，勾

　　　　　丁∈SSTabr （λ）（＝ ，y）　　　　T ∈SST αbr〔λ）（Xty ）

となる。よ っ て 、X ＝ （xt
− i

）1≦藪，萇 π
の と き、

sk’ ）　・・ Σ ノ ー 5 渦 ，

…
，
Xr ）

　　　　 T ∈SSTab
。（λ）

が 成 り立 つ 。

　以 上 よ り、シ ュ
ー

ア 函数第 9 変奏につ い て 、従来 の シ ュ
ーア 函数 と同様 に タ ブ ロ ウ構成が で きる こ

とが 示 せ た。
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